(1) 人口問題
1 人口の推移
〇日本の人口の推移〇
[image: グラフ, 棒グラフ

自動的に生成された説明]
出典：厚生労働省　我が国の人口について
日本の総人口は2008年をピークに減少に転じ、2011年から12年連続で減少しており、今後も減少していくことが見込まれています。2022年10月時点で、日本の総人口は約１億2500万人となっており、このうち14歳以下人口（年少人口）は、約1450万人と減少を続け、65歳以上人口は約3624万人となりました。また、2070年には総人口が9000万人を割り込み、高齢化率は約39％になると推定されています。	Comment by キャリアード 合同会社: 【出典】
*1：総務省 人口推計
（2022年10月時点）

【参考】
2023年版の世界人口白書によると、世界の人口ランキングは、インドが１位、中国が２位となった。
また、世界の人口は80億人を突破。	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
年少人口
14歳以下人口のこと。今後も減少が続くことが見込まれている。	Comment by キャリアード 合同会社: 【参考】
高齢者の定義
世界保健機関が、65歳以上を高齢者と定義していることから、一般的に65歳以上を高齢者と呼ぶ。
※ただし、高齢社会対策大綱においても、「65歳以上を一律に「高齢者」と見る一般的な傾向は、現状に照らせばもはや現実的なものではなくなりつつある。」とされている。

【用語】
老年人口
65歳以上人口のこと。	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
高齢化率
総人口に占める、65歳以上人口の割合のこと。


〇近年の日本の人口構造〇
[image: ダイアグラム

中程度の精度で自動的に生成された説明]
少子高齢化とは、少子化と高齢化を組み合わせた言葉で、「子どもが少なく高齢者が多い社会」のことです。日本は、少子高齢化が急速に進んでいる国で、世界最悪の水準となっています。



〇日本の人口ピラミッドとその変化〇
[image: ダイアグラム が含まれている画像

自動的に生成された説明]	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
壮年層：概ね25～44歳
生産年齢人口（15～64歳）に属する年齢層のうち中盤から後半にかけての年齢層に相当する
また、近年、日本の人口ピラミッドは、100年前の「富士山型」から、「つりがね型」を経て、現在は「つぼ型」に変化しています。	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
人口ピラミッドとは、男女別に年齢ごとの人口を表したグラフのこと。Y軸は上側が高齢者層、下側が若年層を意味する。


2 少子化
〇合計特殊出生率	Comment by キャリアード 合同会社: 【発展】
日本政府は、「希望通り子供を持てた場合の出生率（希望出生率）を1.8」にするという目標を掲げている。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]

〇人口置換水準
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション, チャットまたはテキスト メッセージ

自動的に生成された説明]
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自動的に生成された説明]

〇出生数と合計特殊出生率の推移
[image: グラフ, ヒストグラム

自動的に生成された説明]	Comment by キャリアード 合同会社: ※2022年の状況を、グラフに追加したい。
また、グラフ自体をもう少し縦長に伸ばすような形にしてほしい。
※出生数は、「約270万人」などと簡略化させて表示したい。

2022
出生数：77万747人→約77万人
合計特殊出生率：1.26
日本の合計特殊出生率は、最低値である2005年（1.26）から2015年まで上昇傾向でしたが、その後、低下傾向になっています。2022年の合計特殊出生率は1.26で、前年の1.30より低下しており、人口置換水準（2.07）並びに政府の目標（希望出生数1.8）を大きく下回っています。	Comment by キャリアード 合同会社: 【発展】
合計特殊出生率の世界比較
2023年の世界人口白書によると、日本の合計特殊出生率ランキングは、204ヵ国中188位であった。世界的にかなり悪い水準にある。

日本の出生数は、第1次ベビーブーム期には約270万人、第2次ベビーブーム期の1973年には約210万人であったが、1975年に200万人を割り込み、それ以降、毎年減少し続けた。1984年には150万人を割り込み、1991年以降は増加と減少を繰り返しながら、緩やかな減少傾向となっている。2021年は約81万人、2022年は約77万人と過去最低を更新し続けている。	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
ベビーブーム
子どもの出生数が一時的に急増すること。
1947～1949年に生まれた第１次ベビーブーム世代は「団塊の世代」、1971～1974年に生まれた第２次ベビーブーム世代は「団塊ジュニア」と呼ばれている。	Comment by キャリアード 合同会社: 【参考】
2022年の出生数が約77万人である一方、死亡数は約156万人と過去最多であった。

死因別（多い順）
①がん：約38.6万人
②心疾患：約23.3万人
③老衰：約18万人など

【参考】
保育所の待機児童数
保育所待機児童をゼロにするという政府目標のもと、保育の受け皿づくりが進められたことによって保育所待機児童数は減少している。

ピーク時：約26,000人以上
2022年時点：約3000人


3 高齢化
	名称(定義)
	総人口に占める65歳以上人口の割合

	高齢化社会
	7%以上

	高齢社会
	14％以上

	超高齢社会
	21%以上


「高齢化社会」とは、高齢化率が７%以上になることであり、高齢化率が14%以上の社会を「高齢社会」、21%以上の社会を「超高齢社会」と定義されています。
日本の高齢化率は、1950年以降、一貫して上昇し続け、1970年に「高齢化社会」へ移行し、1994年に「高齢社会」へ、2007年に「超高齢社会」へ移行しました。	Comment by キャリアード 合同会社: 【発展】
団塊世代全員が75歳となる2025年には75歳以上人口が総人口の約18％になり、団塊ジュニア世代全員が65歳以上となる2040年には65歳以上人口が総人口の約35％になることが見込まれている。
これらの人口構造の変化により起こる様々な問題は、それぞれ「2025年問題」「2040年問題」と呼ばれる。


2025年問題
団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）になることによって起こる、社会保障費の負担増や労働力不足などの問題のこと。


2040年問題
団塊ジュニア世代が65歳以上の高齢者になることによって起きる、社会保障費の増大や労働力不足が深刻化するなどの問題のこと。
2022年には日本の高齢化率は29％となりましたが、高齢化率を世界で比較すると日本は世界一位となっています。	Comment by キャリアード 合同会社: 【参考】
高齢化の主な要因
①平均寿命の延伸による65歳以上人口の増加
②少子化の進行による若年人口の減少

（2022年の平均寿命）
女性：87.09歳（世界１位）
男性：81.05歳（世界４位）


4 都道府県別の人口動態

〇2022年の都道府県別人口のポイント〇
[image: ツリーマップ図 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
2022年10月時点での都道府県別人口を見ると、人口が増加しているのは東京都のみで、他の46道府県は人口が減少しています。沖縄県は、1972年に日本に復帰して以来、初めて人口減少を迎え、沖縄県が自然減少に転じたことで、すべての都道府県で自然減少となりました。	Comment by キャリアード 合同会社: 【アドバイス】
特に県庁や市役所等の試験では、人口問題は超頻出です。その中で、全体の推移だけでなく、都道府県別の人口の推移等もよく出てきます。
その中で特に問われやすいポイントが、「東京」や「沖縄」になるので、この２つは要チェックです！

【発展】
都道府県別合計特殊出生率（2022年参考）
東京都は最低の1.04であった。また、神奈川県は1.17、大阪府は1.22などと、都市部の合計特殊出生率が低い傾向にあります。
	Comment by キャリアード 合同会社: 【用語】
自然増減
「出生数」と「死亡数」の差のこと。
死亡数よりも出生数が多い状態を「自然増加」、死亡数が出生数よりも多い状態のことを「自然減少」と呼ぶ。

【用語】
社会増減
住民の「転入数」と「転出数」の差のこと。
転入数が転出数よりも多い状態を「社会増加」、転出数が転入数よりも多い状態を「社会減少」と呼ぶ。
沖縄県は47都道府県で唯一、年少人口の割合が75歳以上人口の割合を上回っています。また、65歳以上人口及び75歳以上人口の割合が最も高いのはいずれも秋田県となっています。
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